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＜連絡事項＞
・2/5の当直医が金Dr→深澤Drへ変更となっています。
・食事の台車に患者様の食事が全て入らないので2人分(柿木真吾様、工藤みず紀様)は直接レストランから受け取ってください。

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～不眠時の頓服残ない為7回分処方となる。
・柿木　真吾様～不眠時の頓服残ない為7回分処方となる。
・和田　みよ子様～フロセミド(20)1A　処方切れとなっていた為深澤Drより1日分処方頂く。
・恵茂田　義春様～落ち着かない時の頓服残ない為10回分処方となる。
・和田　昌様～排便6日無い為GE1本処方となる。
・木村　美智子様～排便6日無い為GE1本処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。話し掛けの多さあるが不穏さは無い。自分のパンツを汚したことをスタッフのせいにする事あるが易怒性や粗暴性無し。早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・井上　和美様～やや気分高揚さや妄想発言あるが不穏さ無し。口腔ケアに10分かかることあるが「3分しかしていない」と言い訳している。
　　　　　　　　
・水梨 孝純様～食事は全量摂取している。嘔気や嘔吐なく体動活発さあり。水様便も見られない。
・和田　みよ子様～発熱無く経過。痰鳴あり都度吸引している。MGチューブ弄りあり介入要している。ケア時の抵抗見られている。
・中山　真由美様～対応穏やかだが口調やや強くなる事あり。妄想様発言あるが不穏さは無い。
・和田　昌様～車椅子乗車時座位保持出来ず前傾姿勢になる事あり介助要している。痰絡みあり仰臥位で排痰出来ずにいることあり体位調整している。
＜12月勉強会＞

アルコール依存症者の看護について
アルコール依存症の中核症状には、新種のコントロール喪失及び離脱症状があげられます。その診断基準で主に使われているのが世界保健機構（WHO）に夜ICD-10の依存症候群です。
過去1年間に以下の項目のうち3項目以上が同時に1か月以上続いたか、または繰り返し出現した場合。
（1）飲酒したいという強い欲望あるいは脅迫感
（2）飲酒の開始や終了などの飲酒開始行動、飲酒量の統制が困難
（3）禁酒や減酒をしたときの離脱症状の出現
（4）しだいに飲酒量が増加する耐性の増大がある
（5）飲酒に代わる興味がなくなり、飲酒中心の生活
（6）飲酒によって明らかに有害な結果があるにもかかわらず飲酒を続ける
※このうち（3）の離脱症状には飲酒を止めて6～24時間（個人差あり）に起こる発汗や頻脈、発熱、手指振戦、不眠、悪心・嘔吐、一過性の幻覚、痙攣発作などの早期離脱。
飲酒を止めて72～96時間（個人差あり）に起こる粗大な振戦、精神運動興奮、幻覚、見当識障害などの後期離脱があります。
また、アルコール依存によって対人関係にも影響が及びます。なかでもアルコール依存症では、イネーブリングや共依存などの問題が知られています。イネーブリングとは、アルコール依存症の患者に代わり家族などが会社に電話を入れたり、借金を返済したりする
“よかれ”と思った行動を指します。
【アルコール依存所のケア】
最近ではすぐに断酒できない場合に、節酒するだけでも効果があるとするハームリダクションの考え方も普及していますが、節酒でアルコール依存症を再発する人や精神的・身体的な合併症がある方は断酒が治療となり、目標となります。
断酒を進めるうえでは、医療者がきめ細やかに情報を収集する事でアルコールに関連した問題の全体像を把握する事が重要であり、そのためには患者、家族、医療者との信頼関係が欠かせません。特にアルコール依存症の患者は自身のアルコール依存症を否認したり、過小評価する傾向があり、注意や叱咤に対して不安を感じています。受容的な態度で接し、患者さんの理解につなげていく事が大切です。
当院ではアルコール依存症治療プログラムを実施しています。しかしながら全員が全員3ヶ月の満期の治療をし退院していくという訳ではありません。
疾病の教育プログラムの実施や動機付け面接法、認知行動療法、家族療法、自助グループへの参加などの心理社会的治療を柱に、抗酒剤などの薬物療法を行います。断酒の継続によって依存症や合併症を改善し、各種医療者との連携を図り社会復帰を目指していく事が最終目標とっています。
